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 東京都では、森林などの水源から川に流れた水を浄水場できれいにし、水道水とし
て家庭に届けています。オゾン（＊1）の酸化力や活性炭（＊2）の吸着・分解の機能を活
用した高度な浄水処理で安全でおいしい水が家庭に届きます。

じょうすい しょ  り

じょう  か
写真提供：公益財団法人東京都公園協会
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今、私たちが住む地球には、いろいろな環境問題が起きています。
かん きょう わたし

環境問題について調べて、自分にできることを実行しましょう。
かん きょう

水を大切にする都市を目指して
私たちの生命をつなぐ水
　私たち人間の体の大部分は水分で占められて
て、毎日必要な水分は1/3 が飲み水から、2/3 が食
べ物から補っているといわれています。また、他の動
物や植物にも水は欠かせません。
　水は、地球の生き物にとって、空気や食べ物と同じ
ように、なくてはならないものです。

体の水分量（％）

食器洗い 5分間流し続けた場合

▶1日に使われる水の量
家庭で一人が

1日に使う水の量は、
約219Lと

いわれています。

用途 使い方 使用量
手洗い 1分間流し続けた場合

3分間流し続けた場合シャワー

約12L

約 36L

約 60L

6Lの
水を使う

250mLの
水を使う

コップ 1杯の場合
30秒間流し
続けた場合

たとえば歯を
みがく時

　地球上の水は太陽熱
で蒸発して水蒸気とな
ります。そして、大気
中で気体が液体になる
ことで雨や雪となって
地上に降ります。その
一部は地中にしみこん
で地下水になります
が、大部分は川や海に
もどり、浄化処理され
て家庭で使われます。

水の循環

　雑用水は、家庭で使
われる水の中で、トイ
レなど飲み水以外に使
われる水です。水道水
に替えて、ろ過処理し
た雨水や産業排水をリ
サイクルして使われて
います。

水の再利用
（雑用水利用）

安全でおいしい水を供給するための取組

　浄化槽の設置や下水処理場で浄化されているほか、自然の水が土にしみ込ん
でろ過される自然の浄化能力や微生物を利用して水をきれいにしています。

水の浄水

限りある水資源

＊3  淡水…塩分濃度が0.05％以下の水。

　

海水の淡水化

はい
25mプール
約467杯分14万 t＝

東京都の取組
▶工場等からの排出水について基準値を定め
排出水を規制　

（ 生再潟干湾京東▶ 西海浜公園人工干潟）
海水を浄化してくれるゴカイ
やアサリなどの貝が生息して
いる干潟の保全や再生に取り
組んでいます。

誰もが、今もこれからも、幸せに暮らすために
できることをやってみよう

＊１ 大気中にある酸素が結びついた気体で強い殺菌力がある　　＊２ 有害物質を除去する性質がある炭素を主成分とする物質

地球上の水

海水等
97.5％

北極・南極
地域にある
氷
1.76％

地下水
0.76％

河川、湖沼など
0.01％

淡水
2.5％

かぎ し　　げん

たん  すい

たんすい のう ど

　地球にある水のうち、97.5％は海水で、淡水（＊3）
は2.5％です。私たちが利用できる水は、海や北極・
南極地域にある氷を除いた残りの河川や湖、地下水
などの淡水約１％程度になります。
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　今、私たちが住む地球には、いろいろな環境問題
が起きています。これまで学んだヒートアイランド
・ごみ問題・生物多様性も、私たちの暮らし方と深
く関係していました。
　これからも環境問題について調べて、自分にでき
ることを実行しましょう。
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　九州地方や沖縄地方を中
心に全国で海水から飲み水を
つくる施設が約70か所作ら
れています。そこでは1日あ
たり約14万tの飲み水をつく
ることができます。


